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申し合わせ事項 

１．開門時刻及び閉門時刻について  

大会期間中の開門時刻及び閉門時刻は次のとおりとする。 

期  日 開門時刻 閉門時刻 

9月 11日(金) 8時 00分 19 時 40 分 

9月 12日(土) 8時 00分 20 時 30 分 

  9月 13 日(日) 8時 00分 17 時 00 分 

※閉門時刻は競技終了約 1 時間後を設定しているが、翌日の競技に備え速やかに撤収すること。 

 

２.代表者会議について 

  代表者会議は行わない。確認事項の伝達及び各大学の待機場所に関すること等はホームページを通じて別途通知する。 

 

３.入退場について 

(1) 大会中は、観客席への入退場口としてＷゲートのみを利用する。 

(2) 新型コロナウイルス感染防止対策の観点から、大会本部が発行する ID カード（必要事項を記入したもの）を携帯している者に限り許可す

る。 

※今年度は 2020年度公益社団法人日本学生陸上競技連合普通会員であっても、普通会員登録証での入場はできない。 

※大学名、氏名が未記入のＩＤカードは無効とし、貸し借りによる使用は厳禁とする。申請者以外の使用等、不正行為があった場合は、当 

該者が所属する大学の本大会への出場を認めない。 

(3) 競技終了後、フィニッシュゲートから退場し、大学待機場所等に戻る際は、競技場内を通行せず、必ずいったん競技場の外に出てから戻る

ものとする。 

  ※新型コロナウイルス感染防止対策の観点から、競技エリア内は一方通行とする。 

(4) 入場時は、特別な理由がない限り、入場ゲートに設置されたアルコール消毒液で手指の消毒を行うこと。 

(5) 本競技場及び補助競技場に入場する時は、マスクを着用すること。 

 

４．スタンドの開放について 

  (1)今大会は、新型コロナウイルス感染防止対策の観点から、メインスタンドのみ開放する。移動および観戦の際は、ソーシャルディスタンス

に留意すること。 

  (2)サイドスタンド、バックスタンドへの立ち入りは原則として禁止する。ただし、報道関係者等、許可を得たビブス着用者のみ立ち入り可能

とする。 

   

５．ポール及びやりの輸送について 

 (1) ポールの事前輸送および返送については、事前に日本学連 HP より所定の様式をダウンロードし、8 月 31 日(月)17 時までに本連合事務局へ

FAXにて申し込まれたもののみ受け付ける。なお、当日の返送斡旋申込は一切受け付けない。 

(2) やりの返送及びチーム荷物の事前輸送については、必ず 9月 10 日(木)着の期日指定で以下の住所に送付すること。 

「〒950-0933 新潟県新潟市中央区清五郎 67-12 デンカビックスワンスタジアム 気付 (大学名) 宛」 

(3) やりの返送及びチーム荷物等の輸送を希望する場合は、インフォメーション・センターで輸送の手続きを行う。なお、輸送を希望する際に

は、必ず段ボールで包装する。包装が完全でない荷物は、受け付けない。  

 

６．大学待機場所について 

(1)大学待機場所として、3F コンコースを割り振る。待機場所を希望する大学は 8 月 31 日(月)17 時までに本事務局にメールにて申し込むこと。 

  (2)新型コロナウイルス感染防止対策の観点から、競技場内で集団ミーティング等の感染拡大の原因となりうる活動を禁止する。 

(3)補助競技場内は、割り振りは行わないので、各校譲り合って使用すること。 

(4) 8月 31日以降の待機場所の発表後に空いている待機場所については、申し出た大学（大学待機場所をすでに持っている大学は除く）に先着
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順で割り当てるので、9月 9 日（水）までは日本学連事務局にメールで、大会期間中はインフォメーション・センターまで申し出ること。 

 (5) 待機場所・補助競技場におけるテントの使用、ガムテープ等を使用して待機場所を区画することは禁止する。 

(6) 各大学の荷物は各日持ち帰ること。荷物を待機場所に放置したまま帰宅することは禁止する。 

 

７.応援及び横断幕等の掲出等について 

(1) 新型コロナウイルス感染防止対策の観点から、声を出しての応援を禁止する。スタンドでのタイムの読み上げも行わないこと。 

(2) 競技場における横断幕の掲出については、各大学 1枚に限り、事前に申請のあった大学に限り掲出を認める。 

(3) サイド及びバックスタンドへの立ち入りを認めていないため、本連合にて横断幕を設置する。大会前日の参加校受付もしくは大会当日の朝、

インフォメーション・センターに横断幕を提出すること。 

(4) 全日程もしくは連日の掲出を希望する場合、日ごとの撤去は行わない。 

(5) 競技場内（スタンドを含む）におけるのぼり旗の掲出、及び、競技場外を含むすべての箇所におけるのぼり旗のくくり付けは禁止する。 

 

８．撮影について 

 (1) 各大学関係者による競技風景撮影は、競技・運営に支障の無い範囲で、メインスタンドの撮影禁止エリア外から認める。ただし、競技運営上

の配慮から、競技役員が声をかけることがあるが、その場合は必ず競技役員の指示に従うこと。 

(2) 各大学の競技研究等を目的とする撮影であっても、事前申請がない場合は撮影禁止エリアからの撮影は認めない。当該エリアでの撮影を希

望する場合は、必ず事前に研究撮影申請を行うこと。なお、完成した研究論文等は、完成時に日本学連調査研究委員会へ報告すること。報

告がない場合は、以降その大学からの研究を目的とする撮影は認めない場合がある。 

 

９．開会式及び閉会式について 

(1) 開会式及び閉会式は新型コロナウイルス感染防止対策の観点から、制限を設けて実施する。 

【開会式】9 月 11 日(金) 9時 30 分(予定)  

集合場所 1 階エントランスホール前 

集合時刻 9 時 15 分 

出席者  前回大会男子優勝校 3名(天皇賜盃返還者 1 名、優勝旗返還者 1名及び宣誓者 1 名) 

並びに前回大会女子優勝校 2名(秩父宮妃杯返還者 1 名及び宣誓者 1 名) 

【閉会式】9 月 13 日(日) 16時 00 分(予定) 

集合場所 1 階エントランスホール前 

      集合時刻 15時 45 分 

出席者  総合優勝校 2 名、各部門優勝校 1 名 

(2) 総合優勝校、各部門優勝校に対しては閉会式前に連絡をするので、連絡責任者は連絡がとれるようにしておくこと。 

(2) 開会式及び閉会式の出席者は、マスクを必ず着用すること。 

(3) 閉会式において、男女の総合優勝校の校歌演奏及び部旗の掲揚を行うので、総合優勝が予想される参加校は校歌入りのＣＤ及び部旗を事前 

に用意しておくこと。閉会式前に、校歌ＣＤ及び部旗の提出について連絡をする可能性があるので、連絡責任者は連絡がとれるようにして

おくこと。 

(4) 開会式及び閉会式に参加する際は、各校公式ジャージ等を着用し、集合後、主催者の指示に従い行動すること。 

(5) 雨天時には、開会式及び閉会式の実施場所を変更する場合があるので、競技役員の指示に従うこと。 

 

１０．競技場利用のマナーについて 

競技場を利用するにあたって、以下の点に注意すること。 

①新型コロナウイルス感染防止対策の観点から、競技場内の更衣室、シャワールームは使用できない。更衣室は、男女ともに補助競技場内に 

設置されたテントを使用すること。 

②競技場の施設及び備品を破損した場合は、インフォメーション・センターに申し出ること。 

③施設保護のため、ガムテープ、メディシングテープ等の粘着痕が残る可能性があるものは使用しないこと。 

  ④競技運営エリアに入る際は、特別な理由がない限り、手指の消毒、靴裏消毒を行うこと。 
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  ⑤新型コロナウイルス感染防止対策の観点から、ごみ箱は設置していない。各校が責任をもってごみは必ず持ち帰ること。 

１１.車両の入構について 

 (1) 駐車証は発行しないので、競技場内の有料駐車場に、駐車すること。 

 (2) 大型バスで来場する場合、駐車場の利用方法は、デンカビックスワンスタジアム HP を参照のこと。 

 (3) 荷物の搬出入のために競技場の近くまで車両を入構させることはできない。また、競技場の周囲等に駐車することもできない。 

 

１２．ソーシャルメディアについて 

   第 89 回日本学生陸上競技対校選手権大会では下記のハッシュタグを設定しています。 

ソーシャルメディアの使用上の注意を遵守の上、ご活用ください。 

大会ハッシュタグ       日本学連ハッシュタグ    公式 Twitter    公式 Instagram 

♯89 日本 IＣ           ♯青春に駆けろ           @iuauj          @iuauj 

  ♯日本ＩＣ 

 

１３．個人情報の取り扱いについて 

   大会の映像、写真、記事及び個人記録等は、日本学生陸上競技連合、日本学生陸上競技連合が承認した第三者が大会運営及び宣伝等 

の目的で、大会プログラムやポスター等の宣伝材料、テレビやラジオ、新聞、雑誌、インターネット等の媒体に掲載することがある。 

 

１４．その他 

(1) 記録証明書の発行を希望する場合は、本連合ホームページに掲載の「記録証明書の発行について」を確認のうえ、手続きをすること。 

（大会当日、記録証明書の発行はしない）。 

(2) 申し合わせ事項は、大会期間中を含め変更となる可能性がある。変更となった場合は、インフォメーション・センターに掲示及び 

  本連合 HP に掲載するので、各自確認のこと。 

(3) 競技場内では舗装及び芝の保護のため、スポーツドリンクをはじめとする糖分入り飲料水はこぼさないよう、十分注意すること。 

また長距離種目において、熱中症等が心配される場合、レース前に電解質や糖分等を十分に摂取しておくこと。 

(4) 新型コロナウイルス感染防止特別措置として、各大学は所定の新型コロナウイルス感染症についての体調管理チェックシートを作成、収集、  

  保管し、本連合が提出を求めた場合には、遅滞なく提出できるようにすること。 

(5)新型コロナウイルス感染症が、万が一、発症したと疑われる場合は、医療機関へ連絡するとともに、大会期間中はインフォメーション・セン

ターへ、それ以外は本連合事務局（03-5304-5542）まで必ず連絡すること。 

 


